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香川大学 情報戦略 

 2019 度～2020 度 6 活動報告  
 

林 敏浩 1 近藤 ゆ 2 滋己 2 廣紀 2 

T.Hayashi1  M.Kondo2   S.Ono2  N.Suehiro2 
(総合情報 ンタ 1, 情報 2) 

 

1. まえ  

総合情報 ンタ 情報戦略部門 香川大学

情報 ン ュ タ ワ

務系 業務 大学

情報及び情報基 戦略的整備計 策定

基 タ を担 い 。 情報戦略部門

各戦略室 大学教育基 ンタ ICT 教育部

学内 他組織 連携 業務 対応 。

稿 成 31 度/ 和元 度～ 和 2 度 6

( 今期 いう。) 情報戦略部門 活

動を 第 3期中期目標 中期計 基 実績 総括

を中心 概説 。 

 

2. 情報化推進計画の策定 

総合情報 ンタ 2020 を目途 香川大

学 ICT ョン 策定 各大学 個別

戦略 香川大学 個別課題 中期目標 対 措置

い 検討を行 。さ 項目

い う 課題 要件等を ン

。 

 各大学 個別戦略 

( ) 戦略 立 方 範  

( ) 戦略を実現 体制 

 香川大学 個別課題 

( ) 教育 研究 地域連携へ 支援 

( ) 業務 へ 支援 

( ) 情報 ュ 対策 

( ) 情報 ワ ン 整備 

 中期目標 対 措置 

( ) 学基 目標へ 対応 

( ) 他部署 中期目標 対 ICT分 献 

( ) 他 学内 連携 

 ン 内容を参考 ンタ

タ ン ン 機会を設

タ 間 課題 共 意識合わせを行

あ 。次 具体 計 策定 向 進

う 段階 あ 。 

 

3. 全学のシス ム導入に係る助言 支援 調整 

従来 各部署 を 入 更新 場合

総合情報 ンタ 情報 へ協力依頼範

や内容 曖昧 依頼さ 多 。

入後 運用時 管理 役割分担 曖昧

を防 務情報化 係

入 開発協力依頼書 担当部署 長

依頼い う 。

化 内容や運用 責任範 を明確 。

今期 学務系 総務系併せ 11件 新

規案件 支援 調整を実施 。 

 

4. 第 3期中期目標 中期計画基づく実績の総括 

 e ニン を利用 情報 ュ 教

育 実施 自己 検形式 ン

無作 25問 形式 設問 8割 満

再 講 う 。 

 外部 攻撃 ワ 停止を防

高度 詳細 設定可能 FW 機能

を整備 。具体的 標的型 攻撃

ン 先 外部 通知 基

通信遮断を行う URL 機能

危険 別

対応 対策を実施 。 

 ュ 装置 高度化 FW装置

ン ボ 機能を付加 知

対応可能 。 

 ュ 装置 冗長性を確保

FW装置 DNS装置を 化 。 

 外部 ワ 回線 冗長化 外

部接続 ワ 回線を 化 。 

 利用時 情報管理 実施：

利用 ン 情報 要

度 応 タ管理方法

業者選定 審査を実施 。 

 攻撃 早期発見態勢 強化及び学内

ュ 連絡体制 徹底

を実施 。 

I. 視体制を強化

攻撃を早期発見 

II. ュ 連絡体制 基 や

学内 連絡 対策 

 ュ 査 強化 ュ

査を 2 回 分 実施 査結果

改善状況 行 。 

 情報 ュ 内部対策ソ 入



4 

 

知 感 場合 内部

振 舞い 検知可能 を 入 。 

 他機 等 連携 ュ 体制を

強化 。 

I. 高等教育機 等 ン ン 情報 脅

威情報を共 攻撃 早期発

見 。 

II. 香川県警察 連携協定 基 ン

ン 情報 を共 。 

 

5. 内閣府による研究力の分析に資する タ標

準化推進対応 

IR 推進部を中心 当 ンタ 及び 連部署 連

携 対応 。 学 保 務 研究者

研究 情報 内 府 方針 準 タ

補完 タ 検討 補完 タ

収集方法や集計作業 効率化 面 タ作

成 携わ 献 。 

 

6. 総合情報センタ の改修計画 

総合情報 ンタ 施設及び主 設備

南 ャン 5 号館 あ 建物 老朽化

い 状況 あ 。 ャン 周辺 高

潮 浸水 地域 あ 及び情報

ワ 主要設備 1 階 あ

い 改修 計 さ い 。

改修計 教職員 学生 個人 動 ン

ン を収録 配信 例 増え い

学生自 IT機器を活用 活動

増え い 学生 ソ ン所持率

最近 要因を踏 え 情報戦略部門 各部

門 協力 改修計 を練 １参照 。 

 

7. まとめ 

稿 今期 総合情報 ンタ 情報戦略部

門 活動を 情報化推進計 策定 全学

入 係 言 支援 調整 第 3期中期目標

中期計 基 実績 総括 総合情報 ンタ

改修計 観 概説 。今後 情報戦略部

門 多様 軟 業務遂行 要求さ 場

合 多い 考え 。 学 情報戦略 要

役割を認識 今後 迅 質 高い業務遂

行を い。 

 

１：総合情報 ンタ 改修計 案 左：現状 ：改修案  
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教育 イン部門報告 
 

藤  憲市, 岡  裕之，豊嶋 尚子，安土 ，川瀬 舞，中川 え ，樽見拡樹，七條 強 
K. Fujimoto, H. Okamoto, N. Toyoshima, M. Azuchi, M. Kawase, E. Nakagawa, H.Tarumi, T. Shichijo 

(香川大学) 
 

1. まえ  

 教育 イン部門 ， 部門 ，情報通信

技術 ICT 活用 e-Learning 環境 整備計

画 ，そこ 用い 電子教材制作 支援 関

こ 担当 ，四国 け 大学連携 e-

Learning教育事業 通称，知 e事業 学

e-Learning教育 支援 学 組織 一 あ

稿 ， 部門 和元年度活動実績等 紹

 

 

2. 令和元年度活動実績 

2.1. 活動実績の概要 

 和元年度 人員体制 ，教員 1名 併任 ，事

務職員 1 名，技術補佐員 6 名 あ 技術補佐員

う 2名 ，大学連携 e-Learning教育支援セン

四国 修学支援 所属 出向 応

援 あ  

 和元年度 ， e-Learning科目 コン ン 制

作支援 e-Learning授業 運用支援 ほ ，年度

，新型コロ イ 感染症感染対策

，急遽，年度当初 イ ン 映像制作支援

Moodle，Kadams (Microsoft Teams)，Zoom 利

用 イ 型 ン イン授業 運用支援

行 降，そ 活動 容 い 述  

2.2. アバターと音声合成による映像制作 

講師 音声合成ソ 併用

動画コン ン 制作支援 開始  

こ 業務 開始 理由 講義 容 一部変

更 必要 多数生 い 状況 鑑

，講義映像 再作成 作業負担 極力軽

減 あ 具体的 ，講師 作成

ワ イン 講師 動画 制作 こ

， 映像 再収録 こ く， ワ

イン 原稿 手直 け 新

講義映像 比較的手間 く制作 ，講師

酷似 講義映像 採 入 こ

，学生 学習 対 動機付け効 期

待 [1]  

 映像制作手順 概要 次 あ  

1) 図 1(a) 示 ，講師 顔写真 基 い

，Adobe Illustrator 用い ，容姿 特徴

静 画像 作成

講師 容姿 特徴 理

由 ，学生 対 訴求力向 あ  

2) 次 ， 静 画像 Adobe Character 

Animator 取 込 図 1(b)参照 ，

ン 機能 活用 ，講師 容

原稿 音声合成 合わせ 口元

目元 適 動 動画像 作

成  

3) 動画像 ，合成音声 ，及び

Power Point (PPT) イ Adobe 

Premiere Pro 取 込 ，図 2 例示 映

像 出力  

こ 制作過程 け 学 教職員

共 う， 静 動画像 制作

ュ 制作 着手  

 

(a) 静 画制作 (b) 動作 追加 

図 1: 制作 

 

 

図 2: PPT 合成 映像 

 

2.3. Moodle操作マニュアル 動画版 の制作 

 大学連携Moodle 知 e科目用 及び香川大 
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学Moodle ，こ 文書 ョ

静 画像 ュ 提供

い ，実際 Moodle操作映像 置 換え，音声

合成ソ 利用 Moodle操作 け

注意点 音声 伝え 動画版 Moodle 操作 ュ

作成 図 3  

 動画 ュ 最大 動

実感 得 こ あ ，文章 静 画像

ュ 説明 くい複雑 工程

多い 作業 あ 伝わ い ，主 教

育 イン部門 ン 構成さ ICT 教育推

進室 Moodle 支援業務 少 軽減 こ

，撮影 編集 イ 作成 業務 割く

時間 増 こ 可能  

 

2.4. オンライン教材の制作支援 

 和元年度 頃，新型コロ イ 感染症 感

染予防対策 ， 和 2 年度第１学期授業 全

ン イン 行うこ 決定 ，香川大学

Moodle 使用 機会 急増 そ 支援 一

環 ，入学式，全学 イ ン ，学部別 イ

ン 等 映像制作 支援，並び ，5 連休明け

格実施さ ン イン授業 対 Moodle

操作方法指導及び ン イン授業 イ

け イ 作成 図 4 行 こ

，年度当初 イ ン 及び ン イン授業

滑 実施 少 貢献 考え い  

 

3. 令和 2年度における検討課題 

 面 ， 利便性 高い e-Learning 

 

図 4: 全学向けWeb イ イ  

 

構築 目指 ，Moodle 機能強化

イン 調査 い 考え い  

 制作 い ，そ 似顔絵作成

音声 合わせ 動画 合成 こ

ュ 化 い  

 e-Learning 科目 コン ン 関 ，動画

コン ン 化 推進及び動画コン

ン 制作作業 省力化 い 引 続 検討

いく予定 あ ， ン ン 型 e-

Learning授業 け 第 者著作物 利便性向

期待さ 改 著作権法第 35 条 関わ 動向

例え ，一般社団法人授業目的公衆送信補償金

等管理協会 SARTRAS 補償金 設定

学 支払い可否 い 注視 いく必

要 あ  

 そ 他， Azure Media Indexer機能 活用 ，

講義映像 視聴率 Moodle 得 学修

詳細 析 こ ，e-Learning

授業 改善 資 提示 う，

後検討 い い 考え い  

 

4. あと  

 稿 ， 和元年度 け 教育 イン部

門 活動 後 検討課 い 概説

和 2 年度 引 続 ，知 e 科目 香川大学

Moodle e-Learning 科目 問 く運用さ

う，可能 限 支援 い い 考え い  

 

5. 参考文献 

[1] 大学連携 e-Learning教育支援セン 四国， 

“ ン イン授業設計 イ ,” 
https://chipla-e.itc.kagawa-u.ac.jp/pdf/ocdg_ 

guidebook.pdf 

 

 

図 3: Moodle 動画版 ュ  

 



7 
 

教育 部門活動報告 
教職員 @kagawa-u ( ワ )  

変わ ，( )変わ  
 

廣 紀史 1，大  真伯 1，岸  江 1，川口 政秀 1， 

N.Suehiro 1，M.Ono 1，E.Kishimoto 1，M.Kawaguchi 1 

高橋 岳水 3，土居 敬典 4 八 樫 理人 2 

S.Takeshima 3，T.Takahashi 3，T.Doi 4，R.Yaegashi2， 

(学術部 情報 1, 総合情報 ンタ 2, 医学部情報ネ ワ 管理室 3, 農学部門計係 4) 
 

1. じめ  

 教育 部門 ，全学 教育用コン

タ 企画 運用 析 評価

う 組織 ，教員１ 併任 ，職員 7

構成 い 。 

 教育用コン タ ， 学 教育

基盤 あ 共

印 ソ 等 や，

535 PC 教室端 ，仮想 約 100

構成 。2017 年度 6 年ぶ
完了 ，2018 年 3
連携 能 新 稼

働 開始 い 。 

2020 年 教職員

@kagawa-u( ワ ) 提供 新

開始 。 新 提供 過程 ，

変更 く，ID 管理や
対策 運用 大 変更 加え

導入 進 い 。 

報告 ， 入

？ ， 技術的 う 配慮

？ ， や管理者 うい 変化

あ ？ 一連 活動 い 報告 。 

 

2. 教職員メール クラウド化 

2.1 化 至 経緯 

 (1)高度 タ保全環境 

日 国政府 ，東日 大震災 契機 ，災害時

タ等 保全強化や，高度 物理

環境 管理 目的 ，

化や 代表

化 推進 い 。 ， く日

国政府 ，学術情報ネ ワ SINET 高

化 ， 安 的 使用 整

備 い 。 学 SINET 10Gbpsェ2

経路 増強 ， 全体 タ ンタ

構築 基盤 移行

決 。 ， い

活用 信頼性 高く，

大 い 断 至 。 

(2) 攻撃 増加 

学 2015 年 標的型 攻撃 対象

ン ン 生 ，世界的

中心 攻撃 増加 い 。文部

科学省 方針 ， 知 攻撃 防御

や攻撃 証跡 確認 ，

対策専門チ 構築 対策

高度化 求 い 。組織全体 統一

運用 ，統一 対策環境 構

築 必要 あ ， 学 い ，各部局

管理 構造 見直

課題 あ 。 

(3)IT 関 業務 変化 

香川大学総合情報 ンタ ， び情報

IT関連部署 業務 ，従来 維

持 業務 加え ，他部署案件 要件 義や

設計，提案や 析 ， 運用 近い

業務 増加 い 。人員 増加 急 望

い ， 管理業務 関 工数 削減

急務 い 。 

 

2.2 移行  

学 ，学生 い 2012年度

化 完了 い ，教職員 い

学内設置型 利用 い 。 

2017年度 教育用コン タ

，ID連携 設計や

機器 選 連携

視 入 構築 ，移行 向

素地 完成 い 。 
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2020年 4 新任 教職員 ”@kagawa-

u” 新 配布 ，既存 半年

間 猶予期間 10 完全 替え

う 。 

対象 医学部 除い 学 教職員(附属施設含

) あ ，医学部 い 2021年度 移行

計画 い 。 

 

2.3 技術的 課題 

学 ， 化以前 利用 い

ン 部局単位

， ン 行や ワ 管理等

業務 部局 実施 い 。

数 9管理部 13 ン わ 。新

一 ン 統合 ン 構成

。 ン 統合 いく過程 い ， 学

移行作業 ，以 う 技術的 配慮

実施 い 。 

(1) 寄 ，新 命  

今回 移行対象者 2000 ほ 数

あ ， ン 数

6000 ン 超え い 。 学 職

や ン ，共用 ン う 形

行 経緯 あ あ 。 

，”@kagawa-u” 新 い 姓 基

く ン ， ン @kagawa-

u.ac.jp 統一 新 行 い 。 

不要 ン 棚卸 や，離籍後 ン

廃止 見直 ， ン 整理

13 ン 。 新

転送 わ う 寄 情報

化 要 あ 。 

(2)転送 

学 基盤 ，

ン 付 ， 寄 情報 基 い

新 い 転送 実施 転送用

構築 。2027年度

新 転送

ン い 。 

 関 通信 ，全 転

送用 経路 ，一般

送信 い

う 通信 御 実施 い 。 

(3)学内 ンチ 装置 併用 

新 ，新

側 ンチ 機能 ，以前 学内 運用

い ンチ 装置 併用 う 経

路設計 。 知 攻撃 対 防御

能力 向 ，

機能 析，学内 ンチ

装置 個 チ ン ， 互い 良い点

活 構成 い 。 

(4) ン ，共 機能 

移行前 ， ン 関

機能 各部局 所 運用

い ， 機能 移行

。WEB 一般利用者 ン

作成 ワ 用意 ，従来

う 部局管理者 録 変更 代行 運用 見

直 狙い い 。 

共通 複数人 送 信 共

機能 利用 う

，新規 ID 行 く，部署 や

ン 送 信 活用 う

構築 い 。 

 

3. 変わっ こと  

3.1 部局管理者 運用負荷 

 新 ， 化

，全学的 一体 ，部局管

理者 工数 大 く削減 。 

 ン 行 廃止 い 管理業

務 全学 ID 管理 自動化 ，

仮想 部局 所 ，維持管理 不

要 。 ， ン ン 生

時 初動対応 総合情報 ンタ

対応 う ，部局管理者 対応 待

処理 。多く 面 改善

。 

 

3.2 対応 

新 ，部局 ン 管

理や 所持 く ，各

散見 安易 ン ，

ワ 存在 完全 一掃 ほ ，

OS 脆弱性 く攻撃 生 く

。 

 う 設 や 構成

強化 く，部局独自 運用

統一化 始 や，事務職員 多要素認



9 
 

証 効化 い 新 対策 う

， 対策全体 良い成果

現 言え 。 

 

4. (ま )変わ っ こと 

4.1 一般 業務 

新 ”@kagawa-u”
，一般 利用者 多く あ ，

利点，変更点 専用 等 掲載 。 

WEB ， /タ 等，新

参照環境 提供 ，場所 問わ

一 環境 送 信 。(図 1) 

 

  図 1 複数  利用  

 

最新 ，OS, 環境 対応 。 

従来 比 容 心配 く，

POP び IMAP接続 参照 能 。 

1 限 50GB  

 

総合情報 ンタ 活

WEB 参照 推奨

い 考え い 。 

ソ 害 ， 見え い

消え ソコン 変え ， 環境 変

わ 。移植 方法 い

帳 込 ，最新 状態

い ，大学 固 PC 通

操作 害や運用負荷 大

く軽減 あ 。 

 4 頃 コ 禍 在宅勤務形態 開

始 ，在宅 学内 環境 操作

， 相 WEB

化 見込 い 。 

 ， 現在 操作環境 変え く い

いう 側 意識 予想 高く，実

事務職員 中心 使用

残 い 。 

 総合情報 ンタ う く周知

要因 あ ，

中心 業務 依存度 高く，

意識 ，現在 変え い

い い う 。 

 学 以外 コ

ンや情報伝達 不十 ， 非

効率 業務や連携不足 多く散見 。チャ

やコ ン 新

手く使い ， 業務 磨 込 ，

一般 新 い 活用 い く

う意識 変え いく活動 時 必要 あ

考え 。 

 

5. わ  

 総合情報 ンタ ，2017年 ，社会 変

化 合わ タ ンタ 化や 化 実

施 ，従来 運用課題 あ 13 ン わ

部局 統合 ，2020年

移行 完了 。 

 運用負荷， 観点 効果

大 く， 今後 利用

展開 期待 。 

一方，全 享 局

所的 あ ， 背景 活用 業務

改善 い う 意識自体 ， ，変わ

い い あ 。 ， 活

用 く う 総合情報 ンタ

支援 いく必要 あ 考え 。 

今後 ，多要素認証 活用や学生

ォ 統一， 学 役職 ID 廃止

運用課題 解決 技術的 組

， 利用実態や満足度 数値

把握 ，改善 いく活動 要 あ

い う 。 
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香川大学ネッ ワ 概要報告 
 

今井 慈郎 1 山  俊昭 2 川  政秀 2 土居 敬典 3 高橋 岳水 4 
Y.Imai1 T.Yamashita2  M.Kawaguchi2  Y.Doi3  T.Takahashi4  

(情報 センタ 1, 情報 ル プ 2, 農学部会計係 3, 医学部情報ネッ ワ 管理室 4) 

 

． え  

総合情報センタ そ 前身 情報基盤センタ

そ 母体 情報処理センタ 称 変え

成長 香川大学ネッ ワ 過去

現在 疲 伝え い 総合情

報センタ 情報 センタ 称変更

最初 報告者 一人 迎え 最後 香川大

学ネッ ワ 年度報告

言え ネッ ワ 常 現役 常態 あ

過去 いく 感慨深く見 直 尽 常

前向 得 い 事実 あ う

創業 難 守成 難 議論 来

あ ネッ ワ 関 振 返

如何 現状維持 全う 比重 高く

必要 い  

今年度 報告 く い 新

型コロ ウ ル 影響 へ 記載 あ う 多

く 試行錯誤 経 想像 対面授業

一部 実 演習主体 授業 外 回避

オンラ ン授業へ 大 く舵 1年

不 ネッ ワ 健全運

営 高 結果

縁 力持 あ ネッ ワ

ラ 並 情報基盤 支え

え 本報告 記載 い 学内外各

位 情報関係者各位 支援 賜物 改 謝意

表 い 結果 コロ 動直前

学内サ 特 ネッ ワ 関連 主要サ

タセンタ へ ウ ン 終え 先見

明 あ 点 場 借 明記 い 実

筆者 過去 引 い

抵抗勢力 愚 犯 い センタ

長 び関係諸兄姉 英断 齎 結果 あ

点 言及 い  

降 定例 報告内容 適宜抽出

恒例 年度報告 い そ 意味 情報

センタ いう 総合情報センタ 的

あ 年年歳歳花相似 揶揄 可能性 あ

 

．基 線 LAN 現状 

 ネッ ワ 利用状況 コロ 動 大 く影

響 和 年度 当初 そ 影響 大

く 学内ネッ ワ 利用 落 込 い

常態化 Zoomや MicrosoftTeams 利用

オンラ ン授業や会議 普及

本学 う キャン 型 追い風

思わ 状況 い 事実 あ う

巷間言わ WithCorona 状況 ネッ ワ

利用 い 不謹慎 プラ 作用

い い  

SINETル タ ■範 [10/25-10/31]＋ピ 時

[10/29Thu 14:00-15:00]  

順 町キャン 医学部キャン 創

造工学部キャン 農学部キャン 掲載
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医学部キャン  

創造工学部林町キャン  

農学部キャン  

．キャン 無線 LAN 現状 

 無線 LAN 利用 や 在校生 主体 あ

オンラ ン授業 常態化 影響 あ

伸び悩 いう 全盛期へ 復帰 必

い い 現状 あ う 文部科学省

対面授業 可能性 考慮 引 い

オンラ ン授業 推奨 方針 伝え

傾向 本年度一杯 う

決 必要 改善 良い訳

い 不断 評価 現状維持 努力 今

後 必要 考え  

え コ ン 和 年度入学生へ

対応 困難 生 言及 必要 あ

思わ 既 電子 ル 情報伝達

Webベ 情報交換 慣 い 学部 年生

オンラ ン授業 導入 比較的影響 限定

化 想像 入学生 総 初

ワ 配布や意味付け 満足

い状況 年度当初 オンラ ン授業

誠 厳 い状況 思わ  

2020/10/25 (Sun)～2020/10/31 (Sat)： 町無線

LAN 利用状況 

( 期間 創造工学部無線 LAN 利用状況) 

( 期間 農学部無線 LAN 利用状況) 

( 期 医学部無線 LAN 利用状況) 

 

．あ  

 ネッ ワ 利用 中心 年 報告 記

載 先 花相似 記載 去 ゆ

く筆者 一人 歳歳年年人不 時

強く感 ネッ ワ 世

交 超え 今後 関係各位 努力

現状維持 機器 世 交 ネッ ワ

利用 効率化 資 運用 強く祈念 い
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情報 ュ 部門報告 

～ e-Leaning 情報 ュ 教育 5年間 変 ～ 
 

後藤  中 1 喜  弘司 1 米谷 雄 1  滋己 2 山  俊昭 2 大  真伯 2 

高橋 岳水 3 川口 政秀 2 土居 敬典 4 廣 紀史 2
 

N.Gotoda1  K.Kida1 Y.Kometani1 S.Ono2 T.Yamashita2 M.Ono2 

T.Takahashi3 M.Kawaguchi2 Y.Doi4 N.Suehiro2 

(香川大学 情報 ン /創造工学部 1, 香川大学 学術 地域連携推進室 情報 プ 2,  

香川大学 医学部情報ネ ワ 管理室 3, 香川大学 農学部会計係 4) 

1. え  

2019年度 ，新 い3 年 情報 ュ 対策基

計画 策定 実施 ン ． 稿 ，新

い計画 実施 見据え ， 一度，情報 ュ

教育 訓練 観点 組 振 返 い．

， 部門 報告 ，標的型攻撃 訓練[1]
報告 主 あ ，並行 実施

e-Learning型 情報 ュ 教育 目 向

． 

情報 ュ e-Leaning ， ，能動的

学び 講率 ，AXIES 大学 ICT推進協議
会 年次大会や情報 ュ わ 研究会

い ，議論 ン い ．期限内 講

あ 場合 課 /課さ い ，

講率 ，各機 大 く異 報告さ

い ．例え ，各機 中 ，報道機 大 く

扱わ う 情報 ュ ン ン 発生 ，

防 策 ，全構 員 情報 ュ 教育 実施

． 学 ，仮 講率 い場合

， 設 否 いう議論 誘発さ

考え ，そ 以前 ， 々 教育環境

提供努力 ，十 あ 一度振 返 必要 あ

． ， 講率 ，構 員 知識や態勢面 い ，

情報 ュ 万全 示 質的 指標 あ

検討 く必要 あ ． 回そ 流

，2019年度 く，そ 含 過去5年間
情報 ュ 教育 変 総括 ． 

5年間 学 ュ 変 概要 

計画立案 前年度 2015年度 ， 的機 標的

型攻撃 個人情報漏えい事案 大 く報道さ ，日

国中 Emdivi 脅威 さ さ [2]．次 年 2016
年度 ，基 計画3 年 2016～2018年度
， ン 情報 ュ 部門 発足 ，従

来 ， 専任 近い形 ，情報 ュ 教職

員 フ 配置 ．2年度目 2017年 ， 断的

組織対応 意識 香川大学情報 ュ ン

ン 対策 KADAI CSIRT 発足 基 ，情

報 ュ ン 強化さ ．3 年度目
迎え，組織 越え 学外間 ，各CSIRT 専門 フ

，情報 ュ 情報交換 行う 学術系

CSIRT情報交流会 2018年10 式 加入 ，同

学術組織連携 基 く ン 情報収集能力

強化 い ．2019年度 新 い基 計画3 年 い

，標的型攻撃 訓練や，情報 ュ e-
Learning 変わ ， 要 実施項目 置

い ． 

2. e-Learning型 情報 ュ  

2.1. 情報 ュ 教育方針 

そ う 中，香川大学 ，2015年度 ，教職員

対象 情報 ュ 教育活動 ン ン

e ン 形式 実施 い ．教員 授業等

活用可能 LMS Moodle コン ン 提供 行

い， 講期間 ，基 的 1ヵ 程度

． ，e-Learning 講 ，FD Faculty Development
一環 ， (強制力) 設 い形

実施 い ． 

2.2. IPA教材 活用 教育 課題 

開始当初 2015～2016年度 ，IPA 制作 提供

映像 視聴 形式 あ ．例え ，2016 年度 ，

当時，喫緊 課題 ，日 年金機構 事案 代表さ

標的型 攻撃 対応 加え，情報漏洩 抑 対

応 必要 担当部局 見解 ，そ 連 動

画[3]～[5] 視聴教材 ．視聴後 ，映像 紐

い いく ワ 例：情報漏洩 防 ，標

的型攻撃 対策，同 等
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理解度 自己申告 問う形 ン 回答 形

行 ． ， 理解度 自己申告 問う

形式 い ，情報 ュ 脅威 多様化 伴い，

対策知識 断 姿勢 幅広く 深く求

う 中 ，そ そ 理解度 自己 定 行う 自

体 ， 困難 状況 予測 ，2017 年度 ，

回答 択肢式 移行 ． 

2.3. 理解度 確認 教育 

方針 従い，2017年度 ，情報資産 要度

わ 情報 ュ 規定内容や学内基

準 ワ 把握等 中心 ， 人 ，

Yes/No 知 い /知 い，満 い /満 い

い等 回答可能 思わ 点検 い 自己申告

新 追加 一方 ，先述 理 自己申告

困難 あ 思わ 情報 ュ 対策

わ 知識 問う内容 い ，いわゆ 形式

出題 ． ，自己点検後 ，

講 い形 ．狙い ，自己

点検 行 回答 行う ，例え ，

規則 理解 い (Yes) 回答 ， 績

思わ く い場合，規則 理解 ，情報 ュ

対策 わ 知識等 途獲得 必要あ いう

点 人 意識さ 警鐘 意 含 い ． 

2.4. 教材 用い 問題 コン ン  

2017 年度 教材 ，既存 教材[6-11]
基 大学教職員 用 思わ 内容 抽出 ，

大学組織 特徴 合わ 学内部 修

教材 あ ．2017年度 ，計 51題 用意 ，一部必須

出題 含 ン 約半数 25 題 出題 形 提

供 ． ，2018年度 い ， 業務等 即

形 範 複数年利用 コン ン 見

直 ，計81題 25題 形 変更 ，問題 ン

コン ン 蓄積 い ． 

2.5. 標的型攻撃 訓練等 連携 

 い ，Moodle 機能 あ 多肢 択

式問題 自動採点機能 利用 ，回答 対 断

誤 び詳細 解説 提示さ う ，

単 機会 く，学習機会 機

能 う ， 答率 80% 超え 修了条件

， 答率 回 場合 ，再 講 必要 ．

， 途学内 実施 い 標的型攻撃 訓練

連動性 意識 ，例え ，2018年度標的型攻撃
訓練 結 香川大学 規Webサ URL

審 URL ン 見 設問 必須問題 い

． 

2.6. 講率 年度 移 

う 変 経 ， 講率 ，2016年度 45%
2017年度，2018年度 ，約 60%，約 55% ，形

式変更前 比較 大幅 講率 改善 い ．

，2019年度 ， ，約1ヵ いう 講期間

短い いう学内構 員 WG 意見や 4 や 10
入職者 教育機会 即時的 対応 ，通年

コ 開講 ，CISO 再周知 講 ン

適 組 合わ 68% 講率 向

． 

2.7. 講環境 心理的  

一方 ， 講期間 広 わ ，学部間

い 講率 差 見 ，特 ，Moodle 利用方法

ンプ ュ 等 通知さ ，一度 利用

い Moodle 利用 精神的 依然抱え

構 員 い 推測さ ．2019 年度 時点 ，

教員 Moodle 授業利用率 い ，学部間差 あ

，一概 そ 要因 い ，e-Learning
人 利用 あ う 影響 い 可

能性 示唆さ ． 

3. わ  

学 5 年 情報 ュ 教育

，情報 ュ ビ 視聴 ン

回答 ，理解度 問う 移行 同時

， 学 状況 合わ 教材 提供

い 点 い 述 ．自己 理解度 把握 環

境 ， 講率 ，そ 教育 構 員 割合 示

，一定 役割 考え ． 指標

持 ，構 員 知識や態勢面 十 測 難

い ，特 設 ，能動的 組

う 検討 ， 指標 用 考え ． 

，2020年度 ，問題 ン 各問題文や回答 択

肢等 文言 一部見直 ，差 替え 開 予定

い ，新型コ 影響 そ 対応[12]
，学生 ン ン 講用途 共用 い Moodle
負荷増等 避 ，2020年7 ，一時的 コ

開 中 ， 講時期 遅 8 同コ

開 再開 ． い ，2020度 講開始

遅 一方 ，教員や一部 職員 ， ン ン授業

対応 ，強制的 あ ，Moodle 利用

必須 ， 後， 利用法 知
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い＆操作 い いう構 員 割合

， 講率 う 影響 え ，

析 行う予定 あ ． 
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部門業務報告 

～コ 禍 Microsoft365 入過程～ 
米谷雄 1,2，岸 江 3， 寺賢志 3，香西理恵 1，山 俊昭 3，大 真伯 3， 

Y. Kometani1,2，E. Kishimoto3, K. Kodera3, R. Kozai1, T. Yamashita3，M. Ono3，豊嶋尚子 1， 
川瀬 舞 1，青木 香 3,南堀 子 3，近藤 ゆ 3， 滋己 3，後藤田 中 1,2，最所圭 1,2 

N. Toyoshima1，M. Kawase1, S. Takeshima1, M. Kondo3，S. Ono3，N. Gotoda1,2，K. Saisho1,2 

(1総合情報 ン ，2創造工学部，3学術部 情報 ) 

 

1. 部門 い  

総合情報 ン ，(1)香川大学

情報基盤 コン ＆ネ ワ ，(2)情

報基盤 い 動作 ソ ，

ソ ＆ ，(3) 香

川大学 情報基盤，ソ ， 効

的 活用 う支援 利用者支援

大別 ． 部門 利用者支援 提供 主

業務 い ． 

1 部門 業務範 示 ． 利用

環境 整備， 向 情報 整

備， 対 解決支援，教職員

ICT活用支援，行動 析 基 評価 改

善 利用者支援 ，認証基盤 運用 担当

い ． 

え， 部局， 部門，地域等 要請 基

，業務 容 規 い ．表 業務 容

示 ．業務 種類 ン業務

業務 ． ン業務 ，総合

情報 ン ン 開催，総合情報 ン

活動報告会開催，年報作 ，パン 作 ，認

証基盤 ン 発行等 あ ．

業務 ， ン 変

化 コン ＆ネ ワ ソ

＆ 更新等 応 利用環境

整備，情報 整備， 解決支援，教職

員 ICT活用支援 あ ． 

総合情報 ン 2020年 7 情報

ン 改称 ．2020 年初頭 コ

禍 契機 大学全体 DX推進 機運 高

，求 役割 変化

い ．そ 合わ ， 部門 ，

部会 改称 ． 報告 ，

一 区 ， 部門

2019年 4 2020年 6 紹

2020年 7 以降 部会

活動計画 示 ． 

 

 

 部門 業務範  

 

表  部門 業務 容 

 

 

2. 2019年 4 ～2020年 6  

ン業務 ，表 実施 ．そ

， 業務 う ，新型コ

対応 文脈 い 対 影響 大

サービ 評価・改善 業務可視化／Webサ 解析

情報 整備 ー ー ／マニュ ル／刊行物

教職員ICT活用支援 FD・SD企画 ／ ン 協力

サービ 利用環境整備 PCルー ／ オー ン ー

ラ ル解決支援 ル ク

認証連携サービス

利用者支援

統合認証アカウント
コン ュータ＆ネットワーク ソ ト ア＆システム

内容 期日※
入学式 学部 大学院 夜間主 におい 総合情報セン イ ン を実施す Ｑ

総合情報セン 活 報告会を実施す Ｑ

FD SDを企画 実施す 年間

総合情報セン マニュア を作成す 年間

クによ 対応を実施す 年間

総合情報セン ム によ ，広報活 を行う 年間

年報を作成し，広報活 を行う Ｑ

統合認証 ム ，採用教職員 入学生のア ウン 追加 退職教職員 卒業
生 退学生のア ウン 削除を実施す 年間

新入生用パンフ ッ を作成す ４Ｑ

外部組織主催のイ ン への協力 年間
Ｑ： ～ 月、 Ｑ： ～９月、 Ｑ： ～ 月、 Ｑ： ～ 月
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事柄 絞 紹 ． 

2020年 4 ，Microsoft 365 中  

Microsoft Exchange 香

川大学教職員 @kagawa-u

ワ 先駆 入 ，そ 後 教職員

向 遠隔会議  Skype

Kadype や Microsoft Teams

Kadams 滑 入等，コ 対応 い

用 あ ．そ ， 節 ，@kagawa-u

入過程 業務環境や学習環境 整備過程 関係

述 ，Microsoft365

入 意義 示 ． 

2.1.  教職員 @kagawa-u

ワ 入 

  @kagawa-u 設計 構築 担当 教

育 部門 引 ，運用

部門 担当 ．表

@kagawa-u 入過程 そ 並行 わ

コ 禍対応 業務環境 学習環境

整備 示 ．HP 等 整備 2020 年 3

1日 開始 ，4 1日 提供開始時

利用 う 準備 ． 

  @kagawa-u 解決支援

回避 ，段階的 入 ．

移行 不要 新規採用者 対 ン

発行 後， 次，教職員，事務職員 提供範

広 い ． 

  教職員 対 4 15日

配 ，そ 先駆 4 10 日 @kagawa-u

FD 実施 ． FD ，@kagawa-u 紹

併 ，2.2節 示 認証基盤 い 利用

可能 遠隔 会議  Skype

Kadaype FD 時 ． ン

ン教育 向 急場 対応 求 中 ，

全学 300 超え 教職員 事務職員 参

あ ． 

2.2 業務環境 学習環境 整備 

業務環境 学習環境 整備 い 対面 ン

ン並行 準備 進 ．3 10 日

対面 PC や ン 感染

対策 進 ．具体的 ，学習 場 可能 限

運用 方針 ，PC 間引 ，

ン 飲食禁止等 対応 ． 

4 1日 ，授業 ン ン化 必要性 見

据え ，遠隔授業 会議 様策 独自

進 [1]．そう 準備 元，2.1 節 述

う ，@kagawa-u FD 並行 授業 ン

ン化 向 FD 遠隔会議  

Kadaype FD 実施 ． 

4 時点 ，教職員 向 @kagawa-u 入

結 ， 認証基盤 利用 遠隔

会議 Skypeや Microsoft Teams 入

容易 ，新型コ 対策 進 や

．4 時点 Skype 入 ，Skype

2021 年 停止 ，4

，後 Microsoft Teams 

遠隔コ ン

Kadams 入準備 進 ．5 ，事務職

員 @kagawa-u 提供 開始 ， 時 ，

Kadams 提供 開始 ．Kadams 授業

事務業務 利用 中心 入 進 ．

結 ，大学業務 ワ 可能

環境 整備 ． 

東京や大阪等 都 圏 比較 ，コ 禍

影響 遅 表 香川県 あ ，3 始

急 ン ン化 必要性 対 対応

，共通 認証基盤 各種

パ 利用可能 あ Microsoft365

入 奏

々 考え い ． 一

度 浸透 ，必要性

高い や 入 容易 段階的

入 組織全体 ン ン化

化 進 要点 あ 考え ． 

後 ，Microsoft365

， 業務改善 向 取 組 可能
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あ 考え ．Microsoft Bookings 予

約 や，Power Apps，Power Automate

開発環境 新 開発 通 ，

利便性 高い業務環境や学習環境 提供

い 一 方向性 効 あ

考え ．

                                                     

表  @kagawa-u 入過程 新型コ 対応 業務環境 学習環境 整備過程 比較 

 @kagawa-u Microsoft365 入過程 業務環境 学習環境 整備 

3  3 1日：HP 等準備開始  

 

3 19 日：香川大学全教職員 @kagawa-u 提供開

始 周知  

3 10 日： 着用 コ 消毒 手洗い 実

施 ン 飲食禁止 発熱 咳 倦怠感 あ

場合 入室禁止 通知 18時 短縮開館 実施  

3 17日：香川県 新型コ 初感染確認 

4  4 1日：@kagawa-u提供開始 新規採用者 新規個

人 配  

 

4 10日：@kagawa-u FD 実施 

4 15日：教員 新規個人 配 旧

新 転送開始  

4 1日：遠隔授業 会議 様策 開始  

4 9日：24日 PC 一部 休止 縮 席

間引 運用 実施  

4 10日：遠隔授業 会議 提供開始 FD

実施  

4 27 日：5 1 日 香川大学一斉休業 全

館休館  

5  5 14日：職員 新規職 配 既

存 誉教授 組織用 そ 新規

配 旧 新

転送開始  

5 7日：引 着用 コ 消毒 手洗

い 実施 ン 飲食禁止 発熱 咳 倦怠感

あ 場合 入室禁止 席 間引 運用  

                                                     

3. 2020年 7 ～2021年 3 活動計画 

2020年 7 1日 総合情報 ン 情報

ン 改称 ， 部

門 ， 部会 ． ン業

務 効率化 ， 業務 い ，

利便性向 や業務改善 取 組 進

い 予 あ ．具体的 次 事 計画

い ： 

[ 利便性向 向 取 組 ] 

利用環境 整備 ，学生 ン

改修工事 実行  

情報 強化 コン ン

利活用 検討  

解決支援 強化 ，

入 検討  

教職員 ICT活用支援 強化 ，業務 役立

Excel 題材 ン ン ン

コ 展開  

Microsoft365 利用 い 多要素認証 必須

化  

[ 部会 業務改善] 

各種 申請書 化  

Microsoft Bookings 活用 予

約 組 入 検討  

 

4. わ  

2020 年 4 ，香川県 い コ 禍 深刻

増 中 ，新 入や業務環境

学習環境 変化 あ ．難局 乗 越え

主 要因 ， あ 学生，教職員，事務

職員 頑張 あ ． 回 振

返 ， 部門 ，彼 一助
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機能 い 考え ．2020 年 7

，情報 ン

部会 業務 遂行 い あ ，

主体 DX 支援 機能 求 考え

い ． 
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